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「
世
界
に
通
用
す
る
学
生
の
育
成
を
目
指
す
」

報
道
関
係
者
を
招
き
、
懇
談
・
交
流
会
開
く

「
２
０
１
１
年
度
報
道
関
係
者

と
の
懇
談
会
」（
広
報
室
主
催
）

が
６
月
29
日
、
東
京
・
神
田
駿

河
台
の
中
央
大
学
駿
河
台
記
念

館
で
開
か
れ
た
。

　

懇
談
会
は
中
央
大
学
の
ビ

ジ
ョ
ン
、
取
り
組
み
、
近
況
等

を
報
道
関
係
者
に
広
報
す
る
と

と
も
に
、
直
接
、
情
報
交
換
し

て
親
睦
を
深
め
よ
う
と
い
う
趣

旨
で
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、
こ

の
日
は
招
待
状
を
送
付
し
た
報

道
関
係
各
社
の
中
か
ら
約
１
０

０
名
が
出
席
。
大
学
側
か
ら
は

久
野
修
慈
理
事
長
、
永
井
和
之

総
長
・
学
長
は
じ
め
常
任
理
事
、

副
学
長
、
各
学
部
長
ら
約
30
名

が
出
席
、
懇
談
会
と
交
流
会
の

二
部
構
成
で

行
な
わ
れ
た
。

　

第
一
部
の

懇
談
会
で
は
、

最
初
に
久
野

理
事
長
が
挨

拶
に
立
ち
、

「
世
界
も
日

本
も
大
き
く

変
革
し
て
い

る
中
で
、
大

学
だ
け
が
そ

こ
に
留
ま
っ

て
い
て
は
い

け
な
い
」
と
述
べ
、「
中
央
大

学
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
き
た
な
、

と
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
強
調
。
そ
し
て
「
中
央
大
学

も
将
来
世
界
に
役
に
立
つ
学
生

を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

教
育
の
道
へ
責
任
を
果
た
し
て

い
く
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

続
い
て
永
井
総
長
・
学
長
が

「
中
央
大
学
の
近
況
と
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
用
い
て
説
明
。
最
初
に
、

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
触
れ
、
大
学
は
学
生

に
と
っ
て
セ
ー
フ
ポ
ー
ト
（
安

全
な
港
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
認
識
を
示
し
た
う
え
で
、

中
央
大
学
は
「
耐
震
補
強
工
事

を
し
た
後
た
っ
た
の
で
、
建
物

の
被
害
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ

た
。

　

ま
た
卒
業
式
を
中
止
し
、
そ

の
諸
経
費
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

し
て
計
１
０
０
０

万
円
を
被
災
者
支

援
に
回
し
た
こ
と

を
報
告
し
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し

て
、
被
災
学
生
支

援
に
つ
い
て
、
学

費
免
除
な
ど
の
経

済
支
援
を
来
年
度

以
降
も
継
続
し
て

実
施
し
、
入
学
試

験
の
受
験
料
に
つ

い
て
も
同
様
の
措

置
を
と
る
こ
と
に

し
た
と
説
明
。
加

え
て
、
今
年
９
月
か
ら
新
た
に

無
利
子
の
貸
与
奨
学
金
制
度
を

実
施
し
、
月
額
10
万
円
（
年
間

１
２
０
万
円
）
を
限
度
に
最
長

２
年
間
貸
与
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

永
井
学
長
は
、
中
央
大
学
が

大
震
災
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
学
生
の
た
め
の
講
習

会
や
災
害
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
た
こ
と
を

紹
介
し
、「
大
学
の
有
し
て
い

る
叡
智
を
社
会
に
還
元
し
て
い

く
こ
と
が
、
大
学
の
社
会
的
責

任
の
一
つ
の
あ
り
方
だ
」
と
述

べ
た
。

　

一
方
、
今
年
度
の
重
点
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
永
井
学
長

は「
国
際
化
の
推
進
」と「
キ
ャ

リ
ア
デ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
」
の
二

つ
を
挙
げ
た
。

　

「
国
際
化
の
推
進
」
で
は
、

日
中
韓
の
大
学
交
流
を
通
じ
た

国
際
水
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

世
界
１
０
１
カ
国
、
６
３
４
大

学
・
研
究
機
関
が
参
加
す
る
国

中央大学の近況と取り組みにっいて説明する永井総長・学長

懇談会には多くの報道関係者が出席した
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連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
パ
ク
ト

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
世
界

の
大
学
・
研
究
機
関
が
協
力
し
、

課
題
解
決
を
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
留
学
生
と
日
本
人
学

生
が
共
に
生
活
す
る
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
形
式
の
国
際
寮
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
こ
と
を
紹
介
し
、

「（
寮
の
学
生
に
は
）
国
際
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
涵

養
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ベ
ロ
プ
メ
ン

ト
」
で
は
、
新
た
に
取
り
組
ん

で
い
る
「
知
性
」
と
「
行
動
特

性
」
を
高
め
る
た
め
の
就
業
力

育
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
卒
業

生
に
求
め
ら
れ
る
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
を
６
項
目
、
28
の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
詳
細
定
義
し
、
各

キ
ー
ワ
ー
ド
に
５
段
階
の
到
達

度
を
設
定
し
た
「
行
動
特
性
評

価
指
標
」
に
基
づ
い
て
、
学
生

が
自
己
評
価
で
き
る
シ
ス
テ

ム
『C-com

pass

』
を
導
入
し
、

学
生
の
人
間
力
を
含
め
た
人
間

育
成
の
向
上
を
目
指
す
の
が
狙

い
だ
。

　

永
井
学
長
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ

ベ
ロ
プ
メ
ン
ト
に
つ
い
て「『
実

地
応
用
の
素
を
養
う
』
と
い
う

中
央
大
学
の
建
学
の
精
神
に
か

な
う
」
と
説
明
。
最
後
に
、「
知

識
の
み
で
は
な
く
、
人
間
力
も

身
に
つ
け
た
、
世
界
に
通
用
す

る
学
生
を
育
成
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
説
明
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

第
一
部
は
、
こ
の
あ
と
質
疑

応
答
を
行
っ
て
終
了
。
第
二
部

の
交
流
会
は
会
場
を
移
し
て
行

わ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
で
、
報
道
関
係
者
と
大
学
関

係
者
が
歓
談
、
親
睦
を
深
め
た
。

（
学
生
記
者　

藤
森
皓
子
＝
文

学
部
２
年
）

「
新
し
い
伝
統
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」と
井
口
主
将

「
箱
根
駅
伝
を
強
く
す
る
会
」
が
選
手
激
励
会
開
く

　

中
央
大
学
箱
根
駅
伝
を
強
く

す
る
会
主
催
恒
例
の
「
選
手
激

励
会
・
会
員
懇
親
会
」
が
７
月

５
日
、
東
京
・
上
野
の
上
野
精

養
軒
で
開
か
れ

た
。

　

選
手
激
励
会

は
例
年
４
月
中

旬
に
開
か
れ
て

い
る
が
、
今
年

は
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た

関
係
で
、
数
カ

月
遅
れ
の
開
催

に
な
っ
た
。
会

場
に
は
、
強
く

す
る
会
会
員
は

じ
め
、
大
学
関

係
者
ら
が
多
数
出
席
し
、
今
年

春
に
入
部
し
た
13
名
の
新
人
選

手
は
じ
め
駅
伝
全
選
手

に
励
ま
し
の
熱
い
声
援

を
送
っ
た
。

　

冒
頭
、
強
く
す
る
会

の
上
岡
君
義
会
長
が
開

会
の
挨
拶
。
は
じ
め
に

１
年
生
に
向
け
て
「
勉

強
と
運
動
の
両
立
を
効

率
よ
く
行
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
文
武
両
道
で

の
活
躍
を
期
待
す
る
一

方
、「
高
学
年
生
の
走

り
に
闘
争
心
の
欠
如
が

あ
る
の
で
は
…
。
高

学
年
は
は
じ
め
か
ら
先
頭
に
立

つ
つ
も
り
で
走
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
述
べ
て
、チ
ー
ム
を
引
っ

張
る
高
学
年
の
選
手
の
奮
起
を

促
し
た
。

　

ま
た
上
岡
会
長
は
、
中
央
大

学
の
駅
伝
の
歴
史
と
輝
か
し
い

戦
績
に
触
れ
、
強
く
す
る
会
と

し
て
「
さ
ら
に
学
生
に
対
し
物

心
両
面
の
支
え
を
し
て
い
き
た

い
」
と
約
束
し
、「
オ
ー
ル
中

央
の
精
神
で
ひ
と
つ
に
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
強
調

し
た
。

挨拶する強くする会の上岡君義会長

総合力の強化を誓う浦田春生監督
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次
い
で
、
大
学
か
ら
久
野
修

慈
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
駅

伝
は
中
央
大
学
の
歴
史
そ
の
も

の
」
と
指
摘
し
た
う
え
で
、「
伝

統
あ
る
学
問
・
ス
ポ
ー
ツ
を
中

心
に
、
感
動
、
愛
情
を
育
ん
で

い
き
な
が
ら
大
学
を
維
持
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
選
手
に
向
け
て
「
Ｏ

Ｂ
の
声
援
に
応
え
る
走
り
を
し

て
ほ
し
い
。
本
当
の
闘
争
心
を

も
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
加

え
て
「
強
い
チ
ー
ム
は
良
い
選

手
が
集
っ
た
集
団
。
重
要
な
こ

と
は
良
い
選
手
を
集
め
る
こ
と

だ
」
と
述
べ
、
有
望
新
人
選
手

の
勧
誘
・
獲
得
に
力
を
入
れ
る

考
え
を
示
し
た
。

　

続
い
て
、
永
井
和
之
総
長
・

学
長
が
「
地
方
の
学
員
会
、
強

く
す
る
会
の
激
励
に
応
え
る
走

り
を
学
生
に
求
め
る
」
と
要
望

す
る
と
と
も
に
、「
先
頭
を
走

る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
も
ら

い
た
い
」
と
述
べ
て
、
選
手
を

叱
咤
し
た
。　

次
に
、
陸
上
競

技
部
部
長
の
井
上

彰
法
学
部
教
授

が
挨
拶
に
立
ち
、

「（
陸
上
競
技
部

で
は
）
短
距
離
の

選
手
が
活
躍
し
て

い
る
。
そ
の
頑
張

り
を
長
距
離
の
選

手
も
活
か
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
語

り
、
駅
伝
選
手
の

一
層
の
奮
起
に
期

待
を
込
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
激
励

の
言
葉
を
受
け
て
、
答
礼
の
挨

拶
に
立
っ
た
陸
上
競
技
部
駅
伝

の
浦
田
春
生
監
督
は
、「
良
い

戦
力
は
い
る
が
、
結
果
が
出
せ

て
い
な
い
」
と
振
り
返
り
、
今

後
に
向
け
て
は
「
若
い
層
が
力

を
つ
け
て
い
る
。
年
長
者
も
そ

れ
に
負
け
ず
に
成
績
を
伸
ば
し

て
ほ
し
い
。
経
験
豊
か
な
年
長

者
を
伸
ば
し
、
若
手
が
年
長
者

と
競
い
合
え
る
よ
う
な
環
境
を

つ
く
り
た
い
」
と
述
べ
、
チ
ー

ム
全
体
の
総
合
力
の
強
化
に
努

め
る
考
え
を
強
調
し
た
。

　

続
い
て
、
選
手
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
井
口
恵
太
主
将

は
「
先
輩
の
伝
統
を
守
る
の
で

は
な
く
、（
自
分
た
ち
の
）
成

績
を
伸
ば
し
、
新
し
い
伝
統
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
、「
結
果
を
箱
根

駅
伝
で
残
し
た
い
」
と
述
べ
て
、

決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
会
場
の
あ
ち

こ
ち
か
ら
「
頑
張
れ
」「
応
援

し
て
い
る
ぞ
」
と
激
励
の
大
き

な
声
が
上
が
っ
た
。

　

こ
の
後
、
久
米
薫
主
務
が
４

年
生
か
ら
順
番
に
選
手
を
紹
介
。

１
年
生
の
新
人
選
手
13
名
も
紹

介
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
選
手
一

人
ひ
と
り
に
熱
い
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

　

乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
へ
と

移
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
選
手

を
囲
ん
で
に
ぎ
や
か
に
会
話
が

弾
み
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が

広
ま
っ
た
。
最
後
に
、
応
援
団

リ
ー
ダ
ー
部
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
、
ブ
ラ
ス
コ
ア
ー
部
が

披
露
す
る
校
歌
を
出
席
者
全
員

で
歌
っ
て
、
会
を
締
め
く
く
っ

た
。

（
学
生
記
者　

加
藤
静
香
＝
文

学
部
２
年
）

一人ひとり紹介される1年生部員

理
工
学
部
に「
知
の
創
造
施
設
」が
完
成

後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
新
２
号
館
の
竣
工
式
行
う

　

理
工
学
部
の
あ
る
後
楽
園
キ
ャ

ン
パ
ス
に
新
築
中
だ
っ
た
新
２
号

館
が
完
成
し
、
８
月
１
日
、
久
野

修
慈
理
事
長
、
永
井
和
之
総
長
・

学
長
ら
関
係
者
約
１
０
０
人
が
出

席
し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

　

新
２
号
館
は
、
創
立
１
２
５
周

年
を
迎
え
た
中
央
大
学
が
、
よ
り

高
度
化
す
る
先
端
技
術
教
育

を
推
進
し
て
い
く
大
学
と
し

て
、
ま
た
様
々
な
時
代
の
ニ
ー

ズ
や
社
会
の
負
託
に
応
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
都
心
の
教
育
活

動
拠
点
で
あ
る
後
楽
園
キ
ャ
ン

パ
ス
に
新
た
に
建
設
し
た
「
知

の
創
造
施
設
」。そ
れ
ま
で
あ
っ

た
２
号
館
、
７
号
館
と
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
解
体
し
て
昨
年
５
月

に
着
工
し
、
今
年
７
月
末
に
完

成
し
た
。

　

本
施
設
は
、
鉄
骨
造
り
の
地

下
１
階
、
地
上
９
階
、
塔
屋
１

階
、
延
べ
床
面
積
約
１
７
０
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
理
工
学
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部
生
命
科
学
科
、
精
密
機
械
工

学
科
、
都
市
環
境
学
科
の
ほ
か
、

中
央
大
学
高
等
学
校
専
用
の
教

室
・
体
育
館
な
ど
を
収
容
し
て

い
る
。

　

館
内
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

配
慮
と
高
い
耐
震
性
、
そ
れ
に

可
能
な
限
り
柱
を
な
く
す
こ
と

で
容
易
に
間
仕
切
り
が
変
更
で

き
る
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の

確
保
な
ど
様
々
な
技
術
的
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

神
職
の
も
と
で
厳
か
に
行
わ

れ
た
竣
工
式
で

は
、
久
野
理
事

長
、永
井
総
長
・

学
長
が
そ
れ
ぞ

れ
玉
串
を
奉
げ
、

出
席
者
全
員
で

お
神
酒
を
拝
戴

し
て
、
完
成
を

祝
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
開

か
れ
た
直
会
で

久
野
理
事
長
は
、

関
係
者
を
前
に

「
中
央
大
学
理

工
学
部
が
国
際

的
な
理
工
学
部
と
し
て
躍
進
し

て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
」

と
挨
拶
。
永
井
総
長
・
学
長
は

「
理
工
学
部
が
飛
躍
し
て
い
く

拠
点
と
な
る
」
と
述
べ
て
、
新

校
舎
の
完
成
を
祝
っ
た
。

　

ま
た
石
井
洋
一
理
工
学
部
長

が
「
理
工
学
部
の
将
来
構
想
の

最
前
線
と
し
て（
新
２
号
館
を
）

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
」
と
決
意
を
表
明

し
、
出
席
者
の
大
き
な
拍
手
を

受
け
た
。 

（
編
集
室
）

玉ぐしをささげる久野修慈理事長

新２号館の外観
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